
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

非核平和都市推進経費伏見正道 細々目

H18 H19

12 12

22-9631連絡先
102
01

細目
諸費

会計
款

単位

21
項
目

H19（目標）H17

名            称コード

01

01
02

一般会計
総務費
総務管理費

コード 名               称

38 互いを認めあい、すべての人の人権を尊重する。

B

総合評価

　戦後６０数年が過ぎ、戦争という悲惨な事実が風化されている中で、平和の大切さを考え、感じ取ることが
できる事業を今後も継続し、より充実させていく必要がある。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

広島派遣事業参加者の感想 ％
100

目標
この事業の参加者に対し、報告会や作文内容により判定する。 100

3

12広島派遣事業人員 人

3

H17
単位

2,825

活動指標

平和学習推進校 校 3

85

940

3

2

3

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

938

1,800

2,809

71

1,009

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

　核のない平和な社会を築くため、非核平和パネル展を開催するな
ど、戦争の無惨さや無意味さを後世へ伝えていく。
　また、広島平和記念式典への中学生派遣を継続し、非核平和を通
じた交流活動を行う。

事業名

基本施策

200

伊賀市　事務事業評価シート

戦争の悲惨さを学び、平和の大切さを肌で感じる。

成果（どうなるのか）

非核平和都市推進事業

担当部課名 非核平和都市推進経費人権政策課

1,800 1,800

0.25 0.25 0.25

根拠法令・要綱等平成

1,025 1,025

2,825 2,825

2,825
85

委託料

その他

１．戦争資料展、原爆展の開催
　「戦後60年展」等にて各種資料を展示
２．非核平和推進中学生広島派遣事業
　市内12中学校より各校１名を広島に派遣し、平和記念式典への参列や原爆資料館の見学を行う。
３．平和学習推進事業
　市内の中学校３校にて平和学習会を開催

　広島派遣事業については、市及び参加者からの評価も非常に高く、今後も引き続き継続して実施する必要がある。
　また、平和学習事業については、現在モデル的に３校ずつの実施としているが、今後は全校的に実施していく必要がある。

実績値 目標値

100

国県支出金
地方債

2,809

940

受益者負担
その他特財


